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▼
開
会
日
（
９
月
１
日
）　

会
期
の
決
定
、
村
長
か
ら
の
行
政
報
告
の
後
、
専

決
処
分
（
２
件
）
の
承
認
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
条
例
案
・
補
正
予
算
案
・

27
年
度
決
算
の
認
定
案
が
上
程
さ
れ
、
提
案
理
由
の
説
明
、
質
疑
等
を
経
て
、

請
願
２
件
と
と
も
に
、
所
管
の
委
員
会
へ
付
託
し
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
平
成
27
年
度
決
算
の
監
査
報
告
を
受
け
た
後
、「
決
算
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
て
審
議
す
る
こ
と
」を
決
定
し
、委
員
長
を
選
出
し
ま
し
た
。

▼
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
９
月
５
日
・
６
日
）　

平
成
27
年
度
決
算
に
つ
い
て
、

各
課
か
ら
説
明
を
受
け
、
質
疑
、
審
議
等
を
行
い
ま
し
た
。

▼
一
般
質
問
（
９
月
12
日
・
13
日
）　

７
人
の
議
員
が
、
村
政
の
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。（
各
議
員
の
質
問
項
目
は
後
述
）

▼
常
任
委
員
会（
９
月
14
日
・
15
日
）　

各
委
員
会
で
、付
託
さ
れ
た
補
正
予
算
案
、

　

条
例
案
、
事
件
案
、
請
願
・
陳
情
を
審
議
し
ま
し
た
。

▼
全
員
協
議
会（
９
月
１
日
・
９
月
16
日
）　

村
か
ら
議
会
へ
の
事
業
等
の
説
明
・

報
告
及
び
質
疑
の
ほ
か
、
議
員
間
で
の
連
絡
・
報
告
・
協
議
等
を
行
い
ま
し
た
。

▼
閉
会
日
・
採
決
（
９
月
16
日
）　

本
会
議
に
お
い
て
、
各
委
員
長
か
ら
付
託

議
案
等
の
委
員
会
審
査
の
報
告
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
全
て
原
案
の
と
お

り
可
決
、
認
定
。
ま
た
、
同
意
案
件
（
人
事
）
１
件
が
上
程
さ
れ
、
同
意
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
９
月
第
３
回
定
例
会
が
、

９
月
１
日
か
ら
９
月
16
日
ま
で
、
16
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、専
決
処
分
の
承
認
（
２
件
）

ほ
か
、
平
成
27
年
度
決
算
（
12
件
）、
平

成
28
年
度
補
正
予
算
案
（
11
件
）、
条
例

案
（
９
件
）、事
件
案
（
２
件
）、請
願
（
２

件
）
の
審
議
、
及
び
人
事
案
（
１
件
）
へ

の
同
意
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
28
年
９
月
第
３
回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　

初
日
の
本
会
議
で
、
渡
邉
吉
基
代
表
監

査
委
員
か
ら
「
平
成
27
年
度
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
」
、
計
12
会
計
の
決
算
に
対

す
る
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
議
員
に
よ
る
「
決
算
審
査
特
別
委
員

会
」
（
江
田
宏
子
委
員
長
）
が
２
日
間
の

日
程
で
開
か
れ
、
審
査
の
結
果
、
最
終
日

の
本
会
議
に
お
い
て
、
賛
成
多
数
で
全
会

計
を
認
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
項
目
の
審
査
意
見
を
ま
と
め

ま
し
た
。
（
27
ペ
ー
ジ
）

平
成
27
年
度
　
決
算
審
査

平成27年度決算など39 議案を審議
９月１日から  ９月16日まで

平成27年度決算の起立採決の様子

平成28年９月第３　回定例会
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平成27年度決算など39 議案を審議
９月１日から  ９月16日まで

決算の監査報告をする渡邉吉基代表監査委員

平成28年９月第３　回定例会

○一般会計、特別会計ともに実質単年度収支が黒字であった。不用額が出ている事務事業については、
　その内容を再検証し対応を図られたい。
○村税の不納欠損の要因を再検証し、税負担の公平を欠くことのないよう努められたい。
○村税及び料金等における滞納金の徴収にあたっては、引き続き全力で努められたい。
○コミュニティ助成事業の各区からの申請の選定にあたっては、選定基準を設け、それに基づいた選定結果を

公表されたい。
○指定管理者の財務状況を検証し、著しい業績悪化により存続が困難と認められる場合は、契約期間内の契約

取消しができる等の条項を契約書に盛り込まれたい。
○奨学資金の貸付け申込みにあたり、電話等で申請者本人及び保証人であることの確認を十分に行うこと。
　未成年である場合には、保護者の了解を得てから慎重に確認を行うこと。
○農村交流館の宿泊施設については、利用実績及び維持管理に関して非効率な部分が見受けられるとともに
　民業圧迫が懸念されるので、利用目的を含めて再検討されたい。
○農村木島平㈱の道の駅ファームス木島平の指定管理に関し、第三セクターから完全民間会社となった時点で、

再審査が行われているか検証されたい。
○農業振興公社から農村木島平㈱への米の販売、新鮮屋の営業、特産加工品の販売などの業務移管の契約に
　関し、農業振興公社の理事会、評議員会での審議及び意思決定を経ているか検証されたい。

決算に対する監査からの意見 （９月１日 本会議「監査報告」より主旨抜粋）

　平成28年６月第２回議会定例会で各委員会から出された「審査意見」に対する村の対応の報告です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９月１日 本会議「諸般の報告」より）

○想定外の災害が頻発する中、役場庁舎の建て替えは喫緊の課題である。既存施設の活用だけでなく、新たな
　庁舎の建設も早急に検討されたい。
　　対応　役場庁舎の建て替えにあたり、村の財政状況等も考慮しながら、既存施設の活用と新たな施設建設
　　　　　の両面で検討を進めている。
　　　　　村民の皆さんの意見をお聞きしながら、できるだけ早い時期に村としての考えを決定していく。
○歩道の設置については、予定されている全線の早期完成に向け、引き続き努力されるとともに、当面の間、
　安全な通学路が確保されるような方策を検討されたい。
　　対応　予定箇所の早期完成に向けて関係機関と連携しながら事業を進める。また、工事期間中の児童生徒
　　　　　の安全な通学確保に向け、現況の道路状況を十分に注視しながら方策を講じる。

○村有施設及び村有不動産の現状を見直し、維持管理費の縮減を図るよう、処分も含めて検討されたい。
　　対応　関係の皆さんと協議をしながら、今後の活用方法等について検討を進めていく。

「６月議会の審査意見」に対する村の対応 （主旨抜粋）

総務産業常任委員会関係

民生文教常任委員会関係
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２
件

 
渇
水
対
策
の
専
決
処
分
を
承
認

■
一
般
会
計
補
正
予
算

　

渇
水
対
策
で
、
農
業
用
水
を
確
保
す
る

た
め
に
、
土
地
改
良
区
や
水
利
組
合
等
が

使
用
し
た
電
気
料
等
の
経
費
の
補
助
金
。

（
50
万
円
）

■
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

・
戸
那
子
バ
イ
パ
ス
工
事(

県
道
飯
山
野

沢
温
泉
線)

に
伴
う
給
水
管
布
設
替
で
、

補
償
工
事
と
し
て
見
込
ん
で
い
た
も
の

が
、
減
耗
価
格
分
は
補
償
に
な
ら
な
い

こ
と
か
ら
工
事
費
と
し
て
計
上
。

・
渇
水
に
よ
り
水
道
水
が
不
足
し
な
い
よ

う
、
高
社
簡
易
水
道
を
中
町
配
水
池
へ

送
水
す
る
た
め
の
導
水
管
仮
設
配
管
工

事
費
。

　
　
（
合
計
１
１
７
万
８
千
円
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
件

 

す
べ
て
全
会
一
致
で
原
案
可
決

■
「
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
等
の

　

旅
費
に
関
す
る
法
律
」
の
一
部
改
正

■
「
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
等
の

　

給
与
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正

■
「
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
の
特
例
に

　

関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正

■
「
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者
の

　

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
」

　

の
一
部
改
正

■「
木
島
平
村
特
別
職
報
酬
審
議
会
条
例
」

　

の
一
部
改
正

■
「
職
員
定
数
条
例
」
の
一
部
改
正

■
「
教
育
委
員
会
教
育
長
の
勤
務
時
間
そ

　

の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
」
の

　

廃
止

　

以
上
７
件
は
、
教
育
行
政
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
教
育
長
が
特
別
職

と
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
、
関
係
条
例

の
改
正
及
び
廃
止
。

　
　■

「
木
島
平
村
税
条
例
」
の
一
部
改
正

　

所
得
税
法
、
地
方
税
法
等
の
改
正
に

伴
う
、
村
税
条
例
の
改
正
。

　
■
「
木
島
平
村
地
区
集
会
所
耐
震
改
修
事

　

業
分
担
金
徴
収
条
例
」
の
制
定

　
「
地
区
集
会
所
の
耐
震
改
修
事
業
」
の

事
業
費
に
対
す
る
地
区
の
分
担
金
を
定
め

る
た
め
、
新
た
に
制
定
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
件

 

す
べ
て
全
会
一
致
で
原
案
可
決

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

■
一
般
会
計
（
第
４
号
）

補
正
額　

２
６
８
０
万
５
千
円
追
加
。

　
　

  

（
予
算
総
額 

34
億
８
５
５
３
万
円

　

歳
入　

平
成
27
年
度
決
算
の
繰
越
金
の

　
　

増
額
、
国
県
支
出
金
等
の
決
定
に
伴

　
　

う
基
金
か
ら
の
繰
入
金
調
整
に
よ
る

　
　

減
額
ほ
か
。

　

歳
出

　

・
新
た
な
地
域
お
こ
し
協
力
隊
３
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
６
３
１
万
円
）

　

・
飯
山
赤
十
字
病
院
経
営
改
善
の
た
め

　
　

の
補
助
金　
　
　
　

（
５
１
７
万
円
）

　

・
ト
ラ
ク
タ
ー
リ
ー
ス
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
４
５
０
万
円
）

　

・
保
育
士
の
増
員
に
伴
う
賃
金
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
４
５
万
円
）

　

・
庁
舎
周
辺
道
路
補
修
（
２
７
４
万
円
）

　

・
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
車
更
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
６
０
万
円
）

　

・
新
公
会
計
導
入
に
係
る
委
託
料
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
５
６
万
円
）

　

・
国
土
調
査
事
業
補
助
金
額
内
示
に
伴

　
　

う
事
業
費
減　

（
△
２
１
２
４
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

■
情
報
通
信
特
別
会
計
（
第
１
号
）

補
正
額　

４
万
円
減
額
。

　

 　
　
（
予
算
総
額 

１
億
８
２
４
万
円

　

前
年
度
ま
で
の
加
入
負
担
金
納
入
分
と

前
年
度
繰
越
金
の
収
入
分
を
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
を
減
額
し
て
調
整
。

■
学
校
給
食
特
別
会
計
（
第
１
号
）

補
正
額　

１
０
３
万
７
千
円
追
加
。

　
　
　
　
（
予
算
総
額 

２
４
０
６
万
円

　

前
年
度
の
繰
越
金
を
予
備
費
に
計
上
。

■
奨
学
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
１
号
）

補
正
額　

92
万
８
千
円
追
加
。

（
予
算
総
額 

８
８
４
万
円

　

前
年
度
繰
越
金
を
一
般
会
計
へ
繰
出
し
。

　
（
財
源
を
一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
て
い

　

る
た
め
）

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
１
号
）

補
正
額　

19
万
２
千
円
追
加
。

（
予
算
総
額 

５
０
８
２
万
円

　

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か

ら
の
還
付
金
を
歳
入
・
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

計
上
。

　
■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
３
号
）

補
正
額　

８
８
３
万
６
千
円
追
加
。

（
予
算
総
額 

６
億
６
４
０
５
万
円

　

歳
入　

平
成
27
年
度
実
績
に
よ
る
療
養

　
　

給
付
費
等
の
交
付
金
の
増
、
及
び

　
　

前
年
度
繰
越
金
の
増
。

　

歳
出　

後
期
高
齢
者
支
援
金
の
減
、

　
　

介
護
納
付
金
の
増
、
前
年
度
療
養
給

　
　

付
費
等
負
担
金
の
返
還
金
増
。

　
　

残
額
を
基
金
に
積
み
立
て
。

承
　
認

条
　
例

補
正
予
算

））

））））
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■
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
２
号
）

補
正
額　

９
７
５
万
３
千
円
追
加
。

（
予
算
総
額 

６
億
２
１
７
３
万
円

　

歳
入　

前
年
度
の
繰
越
金
。

　

歳
出　

繰
越
金
か
ら
介
護
保
険
支
払

　
　
　

準
備
基
金
に
積
み
立
て
ほ
か
。

　
　■

下
水
道
特
別
会
計
（
第
１
号
）

補
正
額　

７
２
１
万
円
追
加
。

（
予
算
総
額 

３
億
８
５
０
０
万
円

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
１
号
）

補
正
額　

41
万
６
千
円
追
加
。

（
予
算
総
額 

２
１
２
９
万
円

■
高
社
簡
易
水
道
特
別
会
計
（
第
１
号
）

補
正
額　

１
３
８
万
４
千
円
追
加
。

（
予
算
総
額 

１
４
６
４
万
円

　
　

右
記
３
会
計
は
、
平
成
31
年
度
ま
で

に
整
備
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
「
地

方
公
営
企
業
法
に
適
合
さ
せ
る
た
め
の

基
本
計
画
策
定
業
務
」
の
委
託
料
と
、

平
成
29
年
度
ま
で
に
完
成
予
定
の
「
経

営
戦
略
策
定
業
務
」
の
委
託
料
を
、
管

路
の
延
長
で
按
分
し
、
各
会
計
に
計
上
。

　
　

財
源
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

と
前
年
度
繰
越
金
。

　

■
水
道
事
業
会
計
（
第
３
号
）

　

収
益
的
支
出　

経
営
戦
略
策
定
業
務

　
　

委
託
料　
　
　

 （
５
１
２
万
７
千
円

ほ
か

　

財
源　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
他
、

　

不
足
分
は
建
設
改
良
積
立
金
を
充
当
。

　

資
本
的
収
入　

県
か
ら
の
補
償
金

（
１
０
１
万
１
千
円

・
戸
那
子
バ
イ
パ
ス
工
事
に
伴
う
給
水　

　

管
布
設
替
工
事　
　
　
　

　

資
本
的
支
出　

平
成
27
年
度
償
還
額

　
　

確
定
に
よ
る
増 　
　
（
11
万
８
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
件

 

と
も
に
全
会
一
致
で
原
案
可
決

■
平
成
27
年
度
水
道
事
業
会
計

　
　
　

未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

　

水
道
事
業
会
計
の
未
処
分
利
益
剰
余
金

の
処
分
方
法
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

　

未
処
分
利
益
剰
余
金
３
０
８
５
万
７
千

円
の
う
ち
、
１
５
０
０
万
円
を
減
債
積
立

金
に
、
１
４
０
０
万
円
を
建
設　

改
良
積

立
金
に
積
立
て
、
残
額
を
繰
越
す
。

■
工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結

　

第
８
（
ス
カ
イ
フ
ォ
ー
）
リ
フ
ト
修
繕

工
事
に
つ
い
て
、
契
約
後
、
当
初
の
計
画

以
上
の
修
繕
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
に

伴
う
契
約
変
更
。

・
契
約
額　

変
更
前
３
５
３
１
万
６
千
円

　
　
　
　
　

変
更
後
５
１
４
１
万
９
千
円

・
契
約
の
相
手
方　

樫
山
工
業
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
件

 

全
会
一
致
で
同
意

■
固
定
資
産
評
価
委
員
会
委
員
の
選
任

　

任
期
満
了
に
伴
う
選
任
に
つ
い
て
同
意

を
求
め
る
も
の
。

・
選
任
者
の
氏
名　

大
久
保
哲
男 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
件

■
国
の
責
任
に
よ
る
35
人
学
級
推
進
と
、

　

教
育
予
算
の
増
額
を
求
め
る
請
願

■
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を

　

求
め
る
請
願

事
　
件

人
　
事

請
願
・
陳
情

全
会
一
致
で
原
案
を
可
決
し

　
　
　
　

国
へ
意
見
書
を
提
出

○予算可決前にやむを得ず事業に着手する場合は、議会への
　事前説明を経るなど、財務規則に則り、計画的な事業展開
　を図られたい。

委員会審査意見を報告する
江田宏子 総務産業常任委員長（左）と
樋口勝豊 民生文教常任委員長（右）

○避難行動要支援者名簿の作成にあたり、名簿を随時更新し、
　円滑な避難支援がなされるよう万全を期されたい。

総務産業常任委員会

民生文教常任委員会

常任委員会　審査意見

））））

）））
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村
と
議
会
、
及
び
議
員
間
で
協
議
等
を

し
た
主
な
項
目
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

 

９
月
１
日
（
木
）

【
村
長
提
出
案
件
】
（
説
明
及
び
質
疑
等
）

・
渇
水
対
策
に
つ
い
て

・
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
事
業
の
進
捗

　

状
況
に
つ
い
て

・
村
税
（
住
民
税
・
固
定
資
産
税
・
国
民

　

健
康
保
険
税
）
徴
収
方
法
変
更
の
検
討

　

状
況
に
つ
い
て

・
飯
山
赤
十
字
病
院
経
営
改
善
に
向
け
た

　

支
援
に
つ
い
て

・
木
島
平
ス
キ
ー
場
第
８
リ
フ
ト
（
ス
カ

　

イ
フ
ォ
ー
）
握
索
装
置
修
繕
工
事
の

　

変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て

・
木
島
平
村
観
光
検
討
委
員
会
検
討
結
果

　

に
つ
い
て

【
議
員
の
み
】

・
木
島
平
村
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改

　

正
に
つ
い
て
（
教
育
長
関
連
）

・
農
産
物
等
物
販
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
に

　

つ
い
て
（
目
的
等
確
認
）

・
国
内
視
察
研
修
の
内
容
に
つ
い
て
（
日

　

程
等
確
認
）

 

９
月
８
日
（
木
）

【
議
員
の
み
】

・
木
島
平
観
光
（
株
）
か
ら
経
営
状
況
の

　

報
告

・
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
意
見
の

　

検
討

・
長
野
県
特
別
豪
雪
地
帯
指
定
市
町
村
議

　

会
協
議
会
へ
提
出
す
る
村
議
会
か
ら
の

　

要
望
事
項
に
つ
い
て
協
議

 

９
月
16
日
（
金
）

【
村
長
提
出
案
件
】

・
木
島
平
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
（
説
明
）

【
議
員
の
み
】

・
議
会
改
革
検
討
委
員
会
の
検
討
内
容
の

　

報
告

・
国
内
視
察
研
修
の
日
程
確
認
等

・
10
月
の
全
員
協
議
会
の
日
程
調
整

全
員
協
議
会

　議会開催日に、直接議場（役場２階）に
おいでください。

議会を傍聴してみませんか

■
教
育
長
の
任
命
に
対

　

す
る
同
意　

　

９
月
26
日
の
臨
時
会

に
お
い
て
、
任
期
満
了

に
伴
う
新
た
な
教
育
長

の
人
事
案
が
提
案
さ
れ
、

全
会
一
致
で
同
意
し
ま

し
た
。

 

新
教
育
長
の
氏
名

　

内う
ち
ぼ
り堀

　
幸さ

ち
お夫 

氏

▽ 次回議会定例会の開催予定
　１２月定例会　１２月１日（木）～１６日（金）

▽ 請願・陳情の受付締切日　１１月２４日（木）
　　受付締切日は、議会開会日の１週間前です。
　　直接、早めに議会事務局へご持参いただき、
　　職員へ説明をお願いします。

【27年度決算に対する討論】　土屋喜久夫議員の認定討論（主旨抜粋）

　今決算は、「農の拠点事業」の終了により、前年比マイナス12％の規模となっているが、施設完成
後の「修繕関連経費」や、飯山市の下水道接続に伴う「国道の舗装復旧経費」など、新たな施設の取得
による今後の維持管理費の増大が懸念される。「農の拠点事業」は、木島平農業の救世主ともいえる
事業であり、決算審査意見にあるように、村の将来、農業に懸念を残さない事業運営をすべての村民が
理解し、協力体制が構築できるよう推進すべきである。
　課題である役場庁舎の改築方針が、今議会で示された。公共施設の老朽化など、財政に予断を許さな
い喫緊の課題でもある。スピード感を持った事業推進をされたい。
　決算説明にあった「社会保障にかかわる経費の増加傾向」も顕著であり、この解決はたゆみない行政
の継続にある。
　国土調査費の県補助金の減額など、単年度のミスが事業の進捗を遅らせる結果となる。日䑓村政半期
を目前に控え、理事者、職員間の連携は改善されたと思われる。明確な意思疎通が、役場を明るくし、
やりがいを持って公務に専念できる。
　原理（公共福祉の増大）、原則（遵法精神）、公正を旨とし、さらなる村民に寄り添った村政の進展
を期待し、上程された平成27年度木島平村一般会計ほか11会計の決算の認定を支持する。

第
３
回 

臨
時
会
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※
一
般
質
問
の
様
子
は
、
ふ
う
太
ネ
ッ
ト
の
最
新
の
ビ
デ
オ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
質
問
・
答
弁
の
主
旨
は
、
議
会
だ
よ
り
11
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　　

　
各
議
員
の
一
般
質
問
の
項
目
　

　
９
月
12
日
・
13
日
、
７
人
の
議
員
が
次
の
課
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

１　国保税の滞納が特に多いが、村の徴収金全般の徴収率の向上に向けて更に努力されたい。
２　調布市への職員派遣について、効果の検証と必要性を検討されたい。
３　村本来の業務に支障が出ないよう、社会福協議会及び木島平観光株式会社等への職員派遣は
　　見直しをされたい。
４　可燃ごみの処理量が増えている。村の分担金軽減に向け、ゴミ減量化の啓発活動を更に進められ

たい。
５　国民健康保険や介護保険関係費の抑制、及び介護保険制度改正に伴い想定される状況を見据え、

健康維持・介護予防推進施策の充実を図られたい。
６　新規就農、農業後継者対策の奨励金等は、経営計画や就農後の状況などを複数年、把握・検証し、

自立に向けての必要な指導やサポートをされたい。
７　有機センターについては、原材料の搬入量、堆肥利用の状況を鑑みながら、将来を見据えた
　　あり方を検討されたい。
８　住宅リフォーム補助は経済効果があった。今後も継続的な実施を検討されたい。
９　将来的に大きな財政負担が想定される「ライフライン等の維持補修に係る支出」の財源確保の
　　ためにも、農村交流館の宿泊施設や郷の家等、村民益や費用対効果等を早期に検証し、廃止も
　　視野に入れたあり方や方針を検討されたい。
10  道の駅ファームス木島平については、農業振興に資する施設となるよう、実態を把握し、
　　指定管理者へ必要な指導をされたい。
11　地域公共交通については、費用対効果を考え、抜本的な見直しも検討されたい。

決算審査特別委員会からの審査意見

　

【
第
１
日
目
（
９
月
12
日
）
】

◆
萩
原　

由
一　

議
員

　

①
道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
の
運
営

　
　

に
つ
い
て

◆
吉
川　

昭　

議
員

　

①
木
島
平
村
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に

　
　

関
す
る
条
例
と
対
応
に
つ
い
て

　

②
村
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

　

③
役
場
周
辺
整
備
の
現
在
の
状
況
と

　
　

進
め
方
に
つ
い
て

◆
勝
山　

卓　

議
員

　

①
役
場
庁
舎
整
備
方
針
に
つ
い
て

　

②
自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て

　

③
河
川
管
理
に
つ
い
て

　
◆
勝
山　

正　

議
員

　

①
農
の
拠
点
施
設
管
理
対
応
に
つ
い
て

　
　

第
２
日
目
（
９
月
13
日
）
】

◆
土
屋　

喜
久
夫　

議
員

　

①
渇
水
対
策
に
つ
い
て

　

②
災
害
対
策
は
万
全
か

　

③
農
政
は
農
家
経
済
を
振
興
し
て
い
る
か

　
　◆

樋
口　

勝
豊　

議
員

　

①
村
営
バ
ス
交
通
（
シ
ャ
ト
ル
便
等
）　

　
　

の
成
果
と
費
用
対
効
果
、
乗
車
率
な　

　
　

ど
を
問
う

　

②
若
者
住
宅
に
つ
い
て

　

③
若
者
定
住
に
つ
い
て

　
◆
江
田　

宏
子　

議
員

　

①
役
場
庁
舎
の
検
討
に
つ
い
て

　

②
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
の
指
定
管
理
の

　
　

状
況
に
つ
い
て

　

③
イ
ベ
ン
ト
等
開
催
に
向
け
た

　
　

規
制
緩
和
に
つ
い
て

　

④
「
木
島
平
の
水
を
学
ぶ
」
事
業
の

　
　

取
り
組
み
に
つ
い
て


